


「ワイドリビングがもたらす幸せな住まい」テーマ TLM『小林さんち』のバックデータから読み解く

2026年5月11日開催 ＳＩパートナー企業向けセミナー アンケート集計（回答者：55名）

全体的な傾向
満足度は概ね高く、「4〜5」の評価が中心。実務に役立つという評価も非常に高い。特に

「ワイドリビング」「大空間」「余白提案」などの営業トークに直結する内容が好評。デー
タ・エビデンスに基づいた説明が、他社との差別化や説得力向上に寄与する点が評価された。
一方で、「講師の話し方（抑揚・声量）」「事例・ボリューム不足」「時間配分」に関する
改善要望が一定数あり。

項目別満足度 お役立ち度 今後、参加したいセミナー

1.営業職（一般〜管理職）
評価ポイント：ワイドリビング・大空間な
ど、営業トークに直結する内容が好評。
暮らし方やライフスタイル提案として、商
談に活かしやすい。
「余白」「可変性」など、訴求できる切り
口が増えた。
要望・改善点：具体的な事例やストーリー
をもっと知りたい。
話し方（抑揚・テンポ）によって理解しづ
らい場面があった。
もう少し深掘りして聞きたい（ボリューム
不足）

2. 設計・技術職
評価ポイント：大開口・大空間の構造的な
裏付けが理解できた。
エビデンスにより、説明の説得力が高まる
と評価。
設計意図を言語化するヒントが得られた。
要望・改善点：構造や技術面をさらに深く
扱ってほしい。
地域条件（多雪など）を踏まえた提案事例
が不足。
SIの優位性をより明確に整理してほしい。

3. 商品企画・開発・マーケティング職
評価ポイント：生活者データが商品企画
に活かせる内容だった。
「余白」やライフステージ変化など、新
しい視点を獲得。
モデルハウスや販促の具体的なヒントが
得られた。
要望・改善点：データや資料の共有ニー
ズが高い。
成功事例や実運用の具体例を増やしてほ
しい。

4. 管理職（部長・本部長・役員等）
評価ポイント：SI事業の背景理解が、自社
戦略の見直しにつながる。
提案とマーケティングの一貫した考え方
が参考になった。
エビデンスを活用した提案が、組織力向
上に寄与すると評価。
要望・改善点：要点が一目で分かる整理
（まとめ）の強化。
質疑応答などの双方向性の向上。
現場で使える形への具体的な落とし込み。

次回、7月にＳＩ訴求セミナーを開催、
秋にはＪＳＫセミナーを開催予定です。














